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みんなでつくろう！
多文化共生社会
外国人の人権

秋号
2023 Autumn

宮崎県人権啓発センターだより
「人権」とは、人間らしく幸せに生きるた
めの権利。だれにとっても身近で大切な
ものです。思いやりの心をもって、みん
なで「じんけんの風」を吹かせましょう。
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ありがとうThank you
（英語）

Terima kasih
（インドネシア語）

Merci
（フランス語）

Cảm ơn
（ベトナム語）

شكرًا لك
（アラビア語）

謝謝
（中国語）
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知
し

っていますか？
マイクロアグレッション

（自
じ

覚
かく

なき差
さ

別
べつ

）

宮
みや
崎
ざき
公
こう
立
りつ
大
だい
学
がく
特
とく
任
にん
講
こう
師
し
　原

はら
田
だ

真
ま

理
り
さん

みんなでつくろう ! 多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

現
げんざい

在、宮
みやざきけん

崎県には約
やく

7,000人
にん

の外国人が暮
く

らしています（令
和３年12月末現在）。皆

みな

さんも職
しょ

場
くば

や学
がっこう

校、地
ち

域
いき

の中
なか

で外国
の人とふれあう機

き

会
かい

が増
ふ

えているのではないでしょうか。し
かし言

こと

葉
ば

や文
ぶん

化
か

の違
ちが

いから、外国人をめぐるさまざまな人権
問
もんだい

題も起
お

きています。今
こんかい

回は専
せん

門
もん

家
か

と当
とう

事
じ

者
しゃ

の声
こえ

から、日
ひ び

々
の暮らしにおける多文化共生について考

かんが

えてみましょう。がい こく じん

じん けん

voicevoice

無
む

自覚を自覚することから
マイクロアグレッションとは、1970年

ねん

代
だい

にハーバード
大学の精

せい

神
しん

科
か

医
い

チェスター・ピアスが提
てい

唱
しょう

した考え方
かた

で、
現在では、何

なに

気
げ

ない日
にち

常
じょう

の中
なか

で無
む

意
い

識
しき

の思
おも

い込
こ

みや偏
へん

見
けん

が
言葉や態

たい

度
ど

となって表
あらわ

れ、意
い

図
と

せず誰
だれ

かを傷
きず

つけてしまう
ことをいいます。目

め

に見
み

えない、無自覚な差別や攻
こう

撃
げき

です
ね。一

いっ

見
けん

ほめ言葉と思われる表
ひょう

現
げん

のなかにもマイクロアグ
レッションはひそんでいます。たとえば肌

はだ

や髪
かみ

の色
いろ

で外国
人と思い込み、「日

に

本
ほん

語
ご

上
じょ

手
うず

ですね」と言
い

ってしまうこと
はありませんか。相

あい

手
て

は長
なが

く日本に住
す

んでいる人
ひと

かもしれ
ませんし、日本生

う

まれで日本国
こく

籍
せき

の人かもしれません。目
の前

まえ

にいる人が何
なに

者
もの

であるかは見た目ではわからない、当
とう

事
じ

者
しゃ

はどこにでもいるということです。
現在、宮崎県では約7000人の外国人が生

せい

活
かつ

し、うち約
40%が技

ぎ

能
のう

実
じっ

習
しゅう

生
せい

です。とはいえ宮崎県は外国人数
すう

の少
すく

ない散
さん

在
ざい

地域ですので、異
こと

なる肌色や髪質
しつ

の人はとても目
め

立
だ

ってしまいます。私
わたし

は県
けん

内
ない

各
かく

地
ち

で日本語学
がく

習
しゅう

支
し

援
えん

の活
かつ

動
どう

に関
かか

わっているのですが、外国にルーツを持
も

つ子
こ

どもたち
から、肌の色やお国

くに

料
りょ

理
うり

の入
はい

ったお弁
べん

当
とう

をからかわれたな
どの声を聞

き

きます。なかには耐
た

え切
き

れず帰
き

国
こく

してしまった
子も。私自

じ

身
しん

、海
かい

外
がい

で生活していたとき、肌の色や髪質に
ついて他

た

国
こく

の人に言われたことでモヤモヤした経
けい

験
けん

があり
ます。こうしたマイクロアグレッションは、言われたほう
にとっては一

いっ

過
か

性
せい

のものではなく継
けい

続
ぞく

的
てき

なダメージとなっ
て蓄

ちく

積
せき

していくものです。心
しん

身
しん

のバランスを崩
くず

したり、仕
し

事
ごと

の生
せい

産
さん

性
せい

に影
えい

響
きょう

したりします。

体
たいけんてき

験的リアリティが理
り

解
かい

のカギ
ヘイトスピーチのように明

あき

らかな差別ではありませんか
ら、発

はっ

したほうも周
まわ

りも気
き

づきにくいのがマイクロアグ
レッションです。ではどう解

かいけつ

決していけばいいのか。一番
ばん

は体験的リアリティを得
え

ることです。つまり、当事者とふ
れあい、知

し

ること、学
まな

ぶこと。外国人のコミュニティに入っ
て話

はなし

を聞いたり、地域活動・地域行
ぎょ

事
うじ

の場
ば

でふれあってみ
たり。

マイクロアグレッションは、対
たい

外国人だけの問題ではあ
りません。性

せいべつ

別や年
ねんれい

齢による偏見、障
しょう

がいのある人やLGB 
TQの人への無

む

理
り

解
かい

など、生活の様
さまざま

々な場
ば

面
めん

で起きてくる
問題です。目に見えない無自覚な差別にどうしたら気づけ
るかは、体験的リアリティをどれだけ増やせるかで変

か

わっ
てきます。相手の立

たち

場
ば

に立って想
そうぞう

像してみる、自
じ

分
ぶん

の価
か

値
ち

観
かん

を一
いち

度
ど

疑
うたが

ってみる、「今
いま

の私の言葉イヤじゃなかった？」
と率

そっちょく

直に聞いてみる。他
た

者
しゃ

について多
おお

くの物
ものがたり

語を知ること
がマイクロアグレッションの防

ぼう

止
し

につながっていきます。

これってマイクロアグレッション！これってマイクロアグレッション！

参照：日本財団HP https://www.nippon-foundation.or.jp/journal/2023/89893/education
　　　株式会社クオリアHP https://www.qualia.vc/unconscious-bias/micro-aggression/

どこの国から来
き

たの？
（外国人と思われる相手に）

外国人とすれ違
ちが

う
とき警

けい

戒
かい

する

彼
かれ

氏
し

（彼
かの

女
じょ

）いるの？
（異

い

性
せい

愛
あい

を前
ぜん

提
てい

に）

高
こう

齢
れい

者
しゃ

は IT が
苦
にが

手
て

と決
き

めつける

女
じょ

性
せい

なのに
出
しゅ

世
っせ

してすごい！

黒
こく

人
じん

だからダンスは
得
とく

意
い

でしょ
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荒井：チュオンさんは妻
つま

のキムノックさんと息
むす

子
こ

のコンく
んの３人でベトナムから来ています。電

でん

気
き

と土
ど

木
ぼく

のお仕
し

事
ごと

をされています。ジョナさんはフィリピンから来
らいにち

日し、介
かい

護
ご

の仕事をされています。
チュオン：以

い

前
ぜん

は単
たんしん

身で来ていて、職
しょくば

場の社
しゃちょう

長の家
いえ

に住
す

ま
わせてもらっていました。日本語はむずかしいですが、み
んながいろいろ教

おし

えてくれます。掃
そう

除
じ

の仕
し

方
かた

や片
かた

付
づ

けな
ど、日本人はとても細

こま

かいなと最
さいしょ

初はとまどいましたが、
それは安

あんぜん

全のためでもあると聞いて納
なっとく

得しました。
ジョナ：私は介護の仕事をしていますが、わからないこと
は何

なん

でも先
せんぱい

輩に聞いています。お年
とし

寄
よ

りの利
り

用
よう

者
しゃ

さん相手
の仕事ですが、最

さいしょ

初にきちんと自
じ こ

己紹
しょうかい

介したので理
り

解
かい

して
もらっています。都

みやこのじょうべん

城弁もいっぱい教えてもらっています
よ。
荒井：私たちの活動は、あるモンゴル人の方の言葉がきっ
かけとなっています。「来日前は、日本人の友達と遊

あそ

んだ
り食

しょくじ

事をしたりすると思っていたが、１年経
た

っても友
とも

達
だち

は
できない」というのです。皆さんは日本人の友達はいます
か？
ジョナ：いないですね。
チュオン：職場の人以

い

外
がい

は話すこともないし。
荒井：そうなんです、そもそも接点がない。そこで、浴

ゆ か た

衣
を着

き

る会
かい

やフットサルを通
とお

してふれあう接点づくりをはじ
めました。この「にほんご教室」も、外国の方に日本語を
学んでもらうとともに、地域の人とふれあうことも目

もくてき

的と
しています。
ジョナ：浴衣姿

すがた

をフィリピンに住む家
か

族
ぞく

に送
おく

ったら、よく
似
に あ

合うと言ってくれました。

（アフガニスタンから来ているお母
かあ

さんと娘
むすめ

さんにもお聞
きしました）
娘
むすめ

：以前は小
こ

林
ばやし

市に、今は都城市に住んでいます。私たち
はイスラム教

きょうと

徒で女
じょせい

性はヒジャブ（髪を隠
かく

す布
ぬの

）をかぶっ
ているので、最

さいしょ

初は皆さん話しかけづらいようです。イス
ラム教というと紛

ふんそう

争のイメージで怖
こわ

がる人も。今は友達も
できてとても楽

たの

しいです。
母
はは

：下
した

に５歳
さい

の子もいるのですが、教
きょういく

育の仕方の違
ちが

いは感
かん

じます。幼
よう

稚
ち

園
えん

で習
なら

ってくることと、私たちの国で大
たいせつ

切に
している子どものしつけが異なり、説

せつめい

明に困
こま

ることも。生
活面

めん

ではハラール食
しょくざい

材も手
て

に入るので不
ふ

自
じ

由
ゆう

していませ
ん。
荒井：外国人の住む地域でゴミ出

だ

しのことがよく問題にな
りますが、お互

たが

いに話せば理解し合
あ

えるのに、それをせず
「外国人はルーズだ」と決めつけてしまっていることもあ
ります。聞けばベトナムでもフィリピンでも、ゴミの分

ぶんべつ

別
は生活者ではなく収

しゅうしゅう

集先
さき

がしているそうです。それを聞く
と理解できますよね。でも日本ではこういうルールだから
お願

ねが

いね、と伝
つた

えればいい。
チュオン：息子は来

らいねん

年から三股町の小
しょうがっこう

学校に通
かよ

うことにな
ります。私自身の目

もくひょう

標としては、仕事で担
たんとう

当を任
まか

されるよ
うになりたい。
ジョナ：私の目標は日本語検

けんてい

定のN１を取
と

ること、今
いま

はN
３なので。それと介護福

ふく

祉
し

士
し

の資
し

格
かく

を取ることです。
荒井：会のこれからの活動として、外国人向

む

けや国
こくさい

際交
こうりゅう

流
イベントだけでなく、地域のお祭

まつ

りや行事の中で接点を増
やしていきたいと思います。

セカチカ――世
せ

界
かい

は意
い

外
がい

と近
ちか

い、あなたの隣
となり

にも
地
ちきゅうじん

球人BASE「にほんご教
きょうしつ

室」（三みまたちょう股町）

地域と外国人がゆるやかにつながる接
せってん

点づくりの活動を行
おこな

う三
股町の団体・地球人 BASE。毎

まいつき

月開
かいさい

催される「にほんご教室」
におじゃまして、参

さん

加
か

者
しゃ

の皆
みな

さんにお話を伺
うかが

いました。

地球人 BASE　代
だい

表
ひょう

・荒
あら

井
い

圭
たま

美
み

さん  （右
みぎ

から）
参加者 ダン・スアン・チュオンさん（29）
 グエン・ティ・キムノックさん（25）
 ダン・チ・コンくん（5）
 ジョナ・サンピロさん（24） 

reportreport

みやざき外国人サポートセンター
生活の中で困ったことや知りたいことについて相談
できます。外国人に関わる日本人の相談にも対

たい

応
おう

。
TEL.0985-41-5901　メール：support@mif.or.jp

（公
こう

財
ざい

）宮
みやざきけん

崎県国
こくさい

際交
こうりゅう

流協
きょうかい

会
外国人向けの日本語講

こう

座
ざ

や生活・法
ほう

律
りつ

相談のほか、
国際交流・理解に関するイベントを開

かいさい

催。
TEL.0985-32-8457

外国人に関
かん
する相

そうだん
談窓
まどぐち
口



毎年11月12日から25日までの２週間は「女性に対する暴力をなくす運動」の期間です。
暴力は、性別や相手との間柄を問わず、決して許されるものではありませんが、特に、配偶者等からの暴力、性
犯罪・性暴力、ストーカー行為、売買春、人身取引、セクシュアル・ハラスメントといった被害の多くを女性が受
けている現状があります。
女性に対する暴力の根底には、「女性は男性に従うもの」、「理由があれば暴力をふるっても仕方がない」など、

女性の人権を軽視する気持ちがあると言われています。

DVとは、配偶者や恋人など親密な関係にある、又は関係にあった者からふるわれる暴力のことです。
暴力には、身体的な暴力だけでなく、精神的・性的暴力なども含まれ、それらが複雑に絡み合って被害

者の心と体を傷つけます。
DVを自分の身近な問題として認識して、男女が互いに尊重しあう意識や「暴力は許さない」という意
識をみんなで持つことが大切です。

エイズのまん延防止と患者・感染者に対する差別・偏見の解
消を図ることを目的として、12月１日を “World AIDS Day”（世
界エイズデー）と定め、エイズに関する啓発活動等をUNAIDS

（国連合同エイズ計画）が中心となって実施しています。
本年度は「あなたが変わればエイズのイメージが変わる。

UPDATE HIV!」をテーマに、治療の進歩でHIV陽性者の生活
が大きく変わっていることなどの正しい情報を十分に伝えるた
め、全国で啓発活動等が行われます。

県内では、同時期に実施する「宮崎県エイズ・梅毒 予防・
検査普及キャンペーン」の中で、エイズに関する正しい知識の
普及と予防に対する周知、エイズ検査の重要性に関する啓発を
行い、エイズまん延防止及び患者・感染者に対する差別・偏見
の解消等を図っていきます。

■相談窓口

■全国共通の電話番号 最寄りの相談窓口に転送されます。

月～金9：00～17：00（祝日・年末年始を除く）
※上記以外の時間は、電話が転送され、国の夜間休日コー
　ルセンターに相談することができます。

宮崎県女性相談所
（配偶者暴力相談支援センター）

DV相談ナビ

性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センター

0985-22-3858 月～金 9：00～20：30
土・日 9：00～15：00（祝日・年末年始を除く）

警察安全相談室 警察本部0985-26-9110
（短縮ダイヤル#9110）または各警察署

月～金 8：30～17：15
※緊急の場合は、上記時間外でも当直体制で対応可能

宮崎県男女共同参画センター 0985-60-1822 月～金 9：00～17：00
土 9：00～16：30（祝日・年末年始を除く）

さぽーとねっと宮崎
（性暴力被害者支援センター） 0985-38-8300

＃8008（はれれば） ※緊急時は迷わず110番へ

＃8891（はやくワンストップ）

DVは重大な人権侵害です

女性に対する暴力をなくす運動

相談機関 電話番号 相談時間

世界エイズデー

県庁本館レッドライトアップ

秘密厳守 相談無料

「エイズに関して偏
見をもっていない、
エイズとともに生き
る人を差別しない」
というメッセージ

レッドリボン

とは？
DV
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宮崎県では、障がいの有無に関わらず、誰もが共に学び、生きる社会づくりを目指
して、文部科学省からの委託事業「みやざきの共生社会を目指す生涯学習推進事業」
に取り組んでいます。

「宮崎県障がい者芸術文化支援センター」では、共に「知りあう、学びあう、触れあう」
をテーマに、県内の障がいのある方の芸術活動のサポートをしています。

「誰もが共に学び、生きる社会」の実現に

「誰もが共に学び、生きる社会」の実現に向けて

地域コンソーシアム（連携協議会）の形成
特別支援学校、大学、専修学校、PTA、社会福祉協議会、

自立支援協議会、企業、当事者団体、市町村などから構成さ
れる連携協議会を設置し、本県における持続可能な共生社会
の学びについて協議します。

障がい者の生涯学習プログラムの実施
公民館や社会教育施設、大学で、障がいの有無に関わらず、

誰もが参加できる講座や学習・体験プログラムを実践します。
特別支援学校の取組推進校では、卒業後の生涯学習を体験す
る活動などを行います。

普及啓発・情報提供
県内で行われている実践等を広く県民に周知するために、

障がい者週間に合わせて、特別番組や啓発CMを放送します。
本事業や県内で行われている実践を、ホームページで積極

的に発信していきます。

「作品を発表したい」障がいのある人、「芸術活
動を取り入れたい」支援員、「情報を知りたい」
家族の人などの相談を受け、専門機関へつなぐ中
間支援を行います。

「共に学び、生きる共生社会」コンファレンス「共に学び、生きる共生社会」コンファレンス
県民に本事業の取組を周知するために県内の実践等を紹介します。

令和６年１月27日㈯
対面＋オンライン（ハイブリッド）予定

※ 詳細は、12月上旬に当課ホームページ「みやざき学び応援ネット」でお知らせします。

「障がい者の生涯学習の推進」に
関する情報はこちら（文部科学省）
https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/gakusyushien/index.htm https://www.sun.pref.miyazaki.lg.jp/

障がいのある人の芸術文化活動をサポートします！障がいのある人の芸術文化活動をサポートします！

宮崎県障がい者芸術文化
支援センターの主な活動
相談支援

芸術活動のサポート研修
会、展示や額装を学ぶ勉強
会、視覚に障がいのある人
と行う対話型鑑賞会、アー
トに関する権利を学ぶセミ
ナーなどを開催し、芸術活
動に関心や興味のある方の
育成を行っています。

人材育成
県立美術館、街

中のギャラリーや
カフェ、事業所内
で作品展やワーク
ショップを開催
し、地域の人にも
触れあう機会をつ
くります。

発表の機会の創出

宮崎県障がい者芸術文化
支援センター

（アートステーションどんこや内）
〒880-0825
宮崎市東大宮4-23-1
TEL.0985-27-2823
FAX.0985-89-6000
Email donkoya@jl.moo.jp

お気軽に
ご相談ください！

Facebook HP
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お問合わせ　 宮崎県教育庁生涯学習課　生涯学習推進担当　TEL.0985-26-7244　FAX.0985-26-7342

⬅これは本県で製作したロゴマークで、本事業が目指す「誰もが共に学ぶ共生社会」を表しています。



拉致問題など北朝鮮当局による人権侵害問題の一日も早い真相究明と全面解決のためには、一人ひと
りがこの問題に対する認識を深めていくことが重要です。県では、拉致問題に対する県民の皆さまの関
心と認識をより深めていただくため、関係機関と協力し、「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」を中心とし
て、さまざまな啓発活動等に取り組んでいます。

全国の児童相談所における児童虐待相談対応件数は年々増加しています。令和３年度は20万件を超え
ており、県内においても令和４年度は2,019件と過去最多の件数となりました。
児童虐待は子どもの心や体に深刻な影響を与えるだけでなく、時として尊い命を奪うため、予防や早

期発見・早期対応が不可欠です。
国では、毎年11月を「児童虐待防止推進月間」として定め、全国各地で児童虐待防止のための広報啓

発活動が行われています。

政府が認定している拉致被害者（17名）のうち、原敕晃さん（長崎県出身）は宮崎県内で拉致されています。また、
昭和63年に行方不明となった水居明さんをはじめ北朝鮮に拉致された疑いがある、いわゆる「特定失踪者」の県内関係
者も４名おられるなど、本県も拉致の現場となっています。

拉致問題は、決してひとごとではありません。この機会に、拉致問題に対する認識を深めていただくとともに、拉致
被害者の早期救出に向けて、県民の皆さまの温かいご支援とご協力をお願いします。

12月10日から16日までは

拉致問題の解決には
「県民一人ひとりの声」が大きな力となります

「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です

はらただあき

みずいあきら

お問合せ　宮崎県国際・経済交流課　TEL：0985-24-1132

11月

法律でも体罰禁止！子育てに体罰は不要です !!

は「児童虐待防止推進月間」です

最寄りの市町村の子育て相談窓口、または児童相談所虐待対応３桁ダイヤル「189」（相談は匿名でも可能・通話料無料）

こんなことしていませんか？　これらは全て体罰です！ 
●言葉で３回注意したけど言うことを聞かないので、頬を叩いた
●大切なものにいたずらをしたので、長時間正座をさせた
●他人のものを取ったので、お尻を叩いた
●宿題をしなかったので、夕ご飯を与えなかった

（厚生労働省ガイドライン「体罰等によらない子育てのために～みんなで育児を支える社会に～」より）

子育ての悩みがあるとき、
または、虐待かもと思ったら、

「体罰等によらない子育てのために
～みんなで育児を支える会社に～」
https://www.mhlw.go.jp/content/11920000/minnadekosodate.pdf

子ども虐待を防止すると
いうメッセージが込めら
れています。

オレンジリボン

令和元年６月に「児童虐待防止対策の強化を図るための児童福祉法等の一部を改正する法律」が可決・成立し、令和２
年４月より、保護者がしつけに際して子どもに体罰を加えることが法律で禁止となりました。
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犯罪被害者支援に
関する企画展

期間令和５年11月８日㈬
11月21日㈫

会場

総合相談窓口

警察安全相談 ℡0985-26-9110（＃9110） 各種相談

性犯罪相談ダイヤル ℡0985-31-8740（＃8103） 性犯罪被害に関する相談

ヤングテレフォン ℡0985-23-7867 犯罪被害少年の相談

暴力団ホットライン ℡0985-27-7110 暴力団犯罪に関する相談

悪質商法110番 ℡0985-22-8080 悪質商法に関する相談

犯罪被害者支援室 ℡0985-31-0110 犯罪被害に関する相談

県や市町村に、犯罪被害により生じた生活上でのお困りごと
などの相談を受ける窓口があります。

犯罪被害者の心に寄り添い、
途切れることのない被害者支援のために…

犯罪被害で受ける心の痛みは計り知れません。犯罪被害に遭われた
方やそのご家族等は、犯罪そのものによる直接的な被害だけでなく、
●事件に遭ったことによる精神的ショックや身体の不調
●捜査や裁判過程における精神的、時間的負担
●周囲の人々の無責任なうわさ話やマスコミの取材報道によるストレ
ス等
様々な問題に苦しめられています。犯罪被害者等への支援と理解につ
いて、この週間を機に皆さん一緒に考えてみませんか。

地域住民が、高齢者の虐待や虐待防止について理解し、お互いに支え合うことは、これから
も地域で安心して暮らしていくための一歩となります。
当センターでは、県民を対象に出前講座を行っていますので、生涯研修や高齢者サロンの勉
強会などにぜひご活用ください。

予期せぬ犯罪に遭遇してしまったら…一人で抱え込まず、相談してください。

宮崎県公安委員会から「犯罪被害者等早期援助団
体」として指定を受け、事件発生直後から要望があ
れば警察と連携し、被害者等に寄り添った支援を
行っています。

＊電話相談・面接相談
　月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）

　相談電話　0985-38-7830
　※全国共通ナビダイヤル 0570-783-554

そのほかにも、病院や警察署、裁判所等への付添
などの直接的支援や、弁護士や臨床心理士等の専門
家による支援（要予約）、関係機関・団体との連携
による支援、自助グループヘの援助を行っています。

宮崎県立図書館１階ギャラリー

公益社団法人みやぎき被害者支援センター 警察における相談窓ロ

相談は無料です。秘密は厳守されます。

（警察本部代表電話）

高齢者の権利擁護に関する出前講座の御案内

無料　　　　　　　　
60分～ 90分程度（平日午前10時～午後４時）

高齢者虐待防止・成年後見制度・セルフネグレクトなど
宮崎県社会福祉協議会高齢者権利擁護支援センター
電話：0985-32-0160

費　用
講座時間
テーマ
お問合せ

犯罪被害者週間（11月25日～12月１日 )

総合的対応窓口

犯罪被害者等支援
シンボルマーク
ギュっとちゃん
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宮崎県社会福祉協議会高齢者権利擁護支援センター

高齢者虐待を防止しましょう
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宮崎県人権啓発センターのご案内
宮崎県人権啓発センターでは、企業での研修や学校での授業などに使える人権に関するDVD・図書の
無料貸出も行っています。
作品や図書の選定でお困りでしたら、専門の職員が相談に応じます。まずは一度お越しください！

コミックコーナー DVDコーナー 勉強スペース
大人気コミック「ゴールデンカムイ」も
全巻揃っています！

人権に関するＤＶＤを多数取り揃えてい
ます！

調べ学習などに
ご利用ください。

新着BOOK　DVD
BOOK（全て 2023 年作品） DVD

SOGI をめぐる法整備はいま
LGBTQ が直面する法的な現状と課題

言葉があるから…　　（2023 年作品）
～無自覚の差別「マイクロアグレッション」～

バースデイ　（2022 年作品）
性の多様性を認め合う～誰もが自分らしく生きられる社会をめざして～

よかったら “想い” を聴かせて（2022 年作品）
～自分も相手も大切にするために～

人気コミック
きのう何食べた？ 21 巻

被差別部落に生まれて
石川一雄が語る狭山事件

人権啓発イベント等も実施しています！
イベント名 開催場所開催日内　容 時　間

映画
『星に語りて　Starry Sky』 
上映会

11月18日（土）

11月26日(日)

14:00～15:55

13:20～16:00

門川町
総合文化会館

11月20日（月） 19:00～20:55
宮崎市民
文化ホール
イオンモール
宮崎スペース
コート

人権フェスティバル

詳細は宮崎県人権ホームページや
Instagramをチェック！

宮崎県人権啓発センター
（宮崎県人権同和対策課内）
〒880‒8501 　宮崎市橘通東２丁目10番１号
県庁８号館６階（１階に物産館がある建物です）
電　話　0985‒32‒4469
ＦＡＸ　0985‒32‒4454
メール　jinkendowataisaku@pref.miyazaki.lg.jpInstagram人権ホームページ

2011 年 3月11日　東日本大震災、障がいのあ
る人と支援者の物語
製作／きょうされん　　　監督／松本動
脚本／山本おさむ

一日人権擁護委員委嘱式
小学生人権ポスターコンテスト表彰式
ジンケンジャーとの記念撮影会など

12月７日(木) 13:30～16:50
宮崎市民プラザ
オルブライト
ホール

「しょうがいのなくなる日」
～ダイバーシティからインクルー
ジョンへ～

様々な人たちが働く「久遠チョコレート」を取材
したドキュメンタリー映画の上映と「多様な方々
が活躍できる社会とは」をテーマとしたパネル
ディスカッション

12月９日（土） 13:30～16:30
九州保健福祉
大学　F 講義棟

人権啓発推進セミナー
様々な人の人権を考える 2023

アドバンス・ケア・プランニングについての講演
会とパネルディスカッション

１月８日(月・祝) 10:40～12:30 宮崎大学
（木花キャンパス）

これからの社会をつくる
きみたちへ

感染症と差別についての講演会

アンケートにご協
力いただいた方の
中から抽選で５名
の方に、人権啓発
グッズを進呈いた
します。

下記QRコードよりアンケートにご協力ください


